
私は献血が趣味のようになっていて、献血が
できる時期に、時間ができると協力していまし
た。当時、自分の血液が実際にどのように役
に立っているかは、わかりませんでしたが、人
の役に立てばと思っていました。

今生きているのは、
名前も顔も知らない誰かのおかげ

輸血を受けた患者さんから

献血者の皆様へ

感謝のメッセージ「ありがとうの声」が

届いています。

こうして今生きているのは、名前も顔も
知らない誰かのおかげ。

2024年10月14日 ペンネーム： りらりらさん

そんな私が、第二子出産後に弛緩出血に。
大量出血。自分でもバシャバシャ出ているのがわかりました。医師に双手圧迫
法をしていただいても出血が止まらず、まわりがバタバタしていて、モニターか
らもドラマのような音が…。そのうち輸血と救急搬送が決まり、ICUに入りまし
た。出血は6リットル。死んでもおかしくない出血量でした。医師によると、私は
12人の方の献血によって、命を救われたようです。

そんな時に母から「今まで献血してきたことが自分に帰ってきた」と言われ、
そうか、と納得しました。

これをまた返したいと思いましたが、
輸血を受けたら、もう献血できないこ
とを知り、とても落ち込みました。

私はもう献血できませんが、まわりにいる人には「できるなら献血してほしい」
と、子供たちにも「お母さんの命を救ってくれた献血をできる年齢になったら、
してくれたら嬉しい、お母さんみたいな人を助けられるかもしれないんだ」と
伝えています。

献血で助かるいのちがあります

★会場:北多摩看護専門学校（学校祭）
★日付 令和８年１０月２４日（土）

★時間 10:00～11:00/12:30～16:00
（※在校生の受付は14:30で終了）
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